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Letter #1 「より良いIPv6を目指して」

今インターネットで起こっているもっとも大きな変化は、イン

ターネットの中核技術であるInternet Protocol（IP）がバージョ

ン4からバージョン6へ変わろうとしていることである。BSDや

Linux、MacOS XなどのUNIX系のオペレーティングシステム

だけでなく、Windowsや組み込み系OSなどもIPv6に対応し、

ネイティブでIPv6サービスを提供するプロバイダーが登場して

きており、IPv6は本格的な普及期に突入したと言えるだろう。

しかし、一方でIPv6の普及へ向けて障害となる要素も見えてき

た。たとえば、こんな「事件」が報告されている。

ある人があるホテルに宿泊してそのホテルの「ブロードバンド

インターネット」を利用しようとしたところ、どうやっても接続でき

ない。いろいろ調べてみるとIPアドレスは割り当てられている

のに、利用料金の支払いを確認するWebページが表示されな

いようである。どうしようもなくなり、「夜も遅いので担当の技術

者は居ない」とは思いつつ、フロントにたずねてみたところ

「えーっとですね。あい・ぴー・ぶい・ろくをあんいんすとーるし

てください」と答えが返ってきた。

調査の結果、ホテルのネットワークのDNSの設定に問題があ

るらしいことがわかってきた。インターネット上で通信を行おうと

すると最初に相手ノードのIPアドレスを知るためにDNSに問い

合わせを行うが、IPv4とIPv6の両方が利用できるデュアルス

タックノードの場合、まず相手のIPv6のアドレスを知るために

AAAA RRの問い合わせを行う。このとき、相手ノードがIPv6

で通信できないにもかかわらずおかしな返答をDNSが返してし

まうと、そこから先に進めないという状況が発生してしまうので

ある。ホテルの一件は、「利用料金支払い確認」のページにアク

セスを誘導するため、DNSへの問い合わせをすべて書き換えて

いる点に問題があり、その書き換え処理が誤っていたために変

な返答が返されてしまっているのである。

この「事件」は「IPv6に対する印象」を悪くすることになる。し

かしこれは、IPv6そのものが根本的な問題点を含んでいるとい

うよりは、IPv6の普及が進んで細かい問題点が明らかになって

きたにすぎない。したがって、今ここで明らかになった問題点

を早急に解決するとともに、IPv6を含むインターネットを運用す

る際に必要な知識を広く啓蒙する必然性があるのである。

そこで、WIDEプロジェクトを中心としてv6fixと呼ばれる活

動が国際的に始められた。スペースの関係ですべてを記すこと

はできないが、この活動では以下のような問題点の解決と啓蒙

を行っている。

・相手ノードが同一リンクに存在するか否かを判断するメカニズ

ムとしてRFC2461の 5.2節に書かれたOn-link assumptionは、

誤った判断になる場合がままあり、その結果として通信開始ま

でに時間がかかるという問題が明らかになっている。これらを

修正するとともに、IPv6の実装が新しい仕様に従うようにする。

・IPv6のコネクティビティーが無い場合には、相手のIPアドレス

などを得るための関数getaddrinfo()が IPv6アドレスを返さない

ように実装する。

・サーバー自身はデュアルスタックノードであるが、たとえば

WebサーバープログラムはIPv4でしか運用されていない場合、

ウェブブラウザーはまずIPv6での通信を試みるようになってい

る。しかし、サーバー側ではIPv6で応答できないのでタイムア

ウトを待つことになる。このような場合に素早くIPv6での応答

はできない旨を通知してIPv4での通信が開始されるようなメカ

ニズムを実現する。

・IPv6の運用にはその制御用プロトコルであるICMPv6が必要

であるが、これを通過させないよう設定されたファイアウォール

がある。こうした誤った設定を正す。

詳細に興味のある方は、この活動のホームページを見ていた

だきたい。

http://www.v6fix.net/
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今や社会基盤となりつつあるインターネットであるが、一方で日々新しい技術が試されている。インターネットは研究や技術

開発を経て日々成長しているからこそ、新しいコミュニケーション基盤としての位置を確立してきたと言えよう。そこでここ

では、今インターネット研究や技術開発の現場で起こっていることをお伝えしたいと考えている。今回は、まず新しいインタ

ーネットの基盤でもあるIPv6に関する話題をとりあげることにする。
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